	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ⅱ
	４単位
	第２学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　「式の計算と方程式」、「図形と方程式」、「三角関数」、「指数関数と対数関数」、「微分と積分」および「分数式と式の証明」の６つの項目について、基礎的な知識を習得し、その理解を深める。
２　上記項目について、身につけた知識と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばす。

３　数学的な見方や考え方のよさを認識する。

	使用教科書・副教材等
	オーレ数学Ⅱ、傍用問題集、参考書


２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範 囲

	第１学期
	オリエンテーション


	４

	　「数学Ⅱ」を学習する意義や学習内容、評価の方法および学習の仕方を理解する。
	理解を深めるため、適宜演習プリントを用いて学習を進める。

「整式の乗法」は「数学Ⅰ」で学習した。
「２次方程式の解の公式」は「数学Ⅰ」で学習した。

	第１学期中間考査



	
	第1章 式の計算と方程式

第1節 整式の除法
	
	　整式の除法の意味を理解し、その計算ができるようになる。

　商と余りの関係を使って、整式が表せるようになる。
	
	

	
	第2節 複素数
	
	　複素数の意味を理解し、その四則計算ができるようになる。
　複素数の相等、共役な複素数について理解する。
	
	

	
	第3節 2次方程式の解の公式
	５
	　２次方程式が複素数の範囲で解をもつことを理解し、解の公式を用いることにより虚数解を持つ２次方程式が解けるようになる。
  ２次方程式の判別式の意味を理解し、解の判別ができるようになる。

　解と係数の関係を理解し、２次方程式の２つの解の和と積が求められるようになる。
	
	

	
	第4節 高次方程式


	
	　因数分解を用いることにより、高次方程式が解けるようになる。
　因数定理を理解し、それを利用して高次方程式が解けるようになる。
	
	

	
	第２章　図形と方程式

第1節　点と直線
	６
	　直線上の座標を理解し、２点間の距離や内分点の座標が求められるようになる。

　平面上の座標を理解し、２点間の距離や内分点の座標が求められるようになる。
　１点と傾きが与えられた直線、２点を通る直線およびy軸に平行な直線の方程式が求められるようになる。

　連立方程式の解と２直線の交点の座標との関係を理解し、その座標が求められるようになる。

  平行または垂直である２直線の傾きの関係を理解する。
	
	第１学期期末考査

	
	第2節 円と直線
	
	　円の方程式の形を理解し、中心と半径が与えられた円の方程式が求められるようになる。
　円と直線の位置関係を理解し、連立方程式を解くことにより円と直線の交点の座標が求められるようになる。
	
	

	
	第3節 領域


	７
	　直線や円によって平面は２つの領域に分けられること、それらが不等式によって表されることを理解する。また、不等式が表す領域を図示できるようになる。

　連立不等式が表す領域の意味を理解し、それを図示できるようになる。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　中間考査および期末考査の範囲内の授業ノート（２回）
２　中間考査および期末考査の範囲内の問題集（副教材）（２回）
３　授業の中で配付する演習プリント
４　指定された問題を解いたレポートなどの課題
	

	
	【第１学期の評価方法】

　中間考査と期末考査の成績、小テスト、プリント、授業ノート、問題集、レポートなどの提出物の内容や提出状況、学習活動への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。
	

	

	第２学期
	第3章　三角関数

　第1節　一般角の三角関数
	９
	　角の概念を拡張して、一般角の定義を理解する。
　一般角の三角関数を定義して、三角関数の間の関係を理解する。三角関数の１つの値から他の２つの値が求められるようになる。
　三角関数の性質を理解して、一般角の三角関数の値を鋭角の三角関数の値に直すことができるようになる。
	「数学Ⅰ」の「三角比」と関連がある。扱う角の範囲を一般角にまで拡張する。
	第２学期中間考査

	
	第2節 三角関数のグラフ
	
	　三角関数のグラフの特徴を理解し、グラフがかけるようになる。
	
	

	
	第3節 三角関数の加法定理
	10
	　三角関数の加法定理を理解し、それを使った計算ができるようになる。
	
	

	
	第4節 弧度法と三角関数


	
	　弧度法を定義し、これまでに学んだ三角関数の内容が、弧度法を用いてもすべて成り立つことを理解する。
	
	

	
	第４章　指数関数と対数関数

　第1節　指数
	11
	　０や負の整数の指数を定義し、指数法則が成り立つことを理解する。
　累乗根を定義し、累乗根の性質を理解する。

　指数を有理数まで拡張し、指数法則が成り立つことを理解する。

　指数関数を定義し、そのグラフがかけるようになる。
　指数関数の基本的な性質を理解して、数の大小比較や指数方程式が解けるようになる。
	「指数法則」は「数学Ⅰ」で学習した。
	第２学期期末考査

	
	第2節 対数


	12
	　対数を定義し、その基本的な性質を理解する。

　対数の和や差で表された数の値が求められるようになる。
　対数関数を定義し、そのグラフがかけるようになる。

　対数関数の基本的な性質を理解し、それを利用して対数で表された数の大小比較ができるようになる。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　中間考査および期末考査の範囲内の授業ノート（２回）
２　中間考査および期末考査の範囲内の問題集（副教材）（２回）
３　授業の中で配付する演習プリント
４　指定された問題を解いたレポートなどの課題

	
	【第2学期の評価方法】
　中間考査と期末考査の成績、小テスト、プリント、授業ノート、問題集、レポートなどの提出物の内容や提出状況、学習活動への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。


	第３学期
	第５章　微分と積分

　第1節　微分
	１
	　変量の変化の様子を変化の割合としてとらえ、平均変化率の定義を理解する。
　極限の考え方を理解する。また、ある１点での変化の様子を表す量としての微分係数の定義を理解する。

　導関数を定義し、その導関数の性質を理解することで、導関数の計算ができるようになる。
　導関数を利用して微分係数が求められるようになる。また、微分係数の図形的意味を理解する。

　導関数の符号と関数の値の増減の関係を理解することにより、３次関数の極値を求め、グラフがかけるようになる。また、最大や最小の問題が解けるようになる。
	「数学Ⅲ」の微分法、積分法と関連がある。
	学年末考査

	
	　第2節　積分


	２
	　不定積分を定義し、不定積分の公式を導く。整関数についての不定積分の計算ができるようになる。

　定積分の定義を理解し、定積分の計算ができるようになる。
　曲線とx軸とで囲まれた図形の面積が定積分を用いて求められることを理解する。
	
	

	
	第6章　分数式と式の証明

第1節 分数式の計算
第2節 式の証明
	３
	　分数式の意味を理解し、その約分、乗法・除法、加法・減法ができるようになる。

　等式・不等式の証明の方法を理解し、実際に等式・不等式が証明できるようになる。
　相加平均・相乗平均の関係を理解し、不等式の証明に利用できるようになる。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　学年末考査の範囲内の授業ノート（１回）
２　学年末考査の範囲内の問題集（副教材）（１回）
３　授業の中で配付する演習プリント
４　指定された問題を解いたレポートなどの課題

	
	【第3学期の評価方法】
　学年末考査の成績、小テスト、プリント、授業ノート、問題集、レポートなどの提出物の内容や提出状況、学習活動への参加の仕方や態度などを総合的に評価する。

	【年間の学習状況の評価方法】
　下記の４つの観点から評価した１学期、２学期および３学期の成績を総合し、年間の成績とする。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点および内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して、式の計算と方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分と積分および分数式と式の証明における考え方に関心を持つとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	・授業への取り組み・態度

・授業ノートへのまとめ

・授業中の補助プリント

・演習ノート（問題集）

	数学的な見方や
考え方
	  数学的な活動を通して、式の計算と方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分と積分および分数式と式の証明における数学的な見方や考え方を身につけ、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに、思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	・授業への取り組み・態度

・授業ノートへのまとめ

・授業中の補助プリント

・授業中の小テスト

・演習ノート（問題集）

	表現・処理
	  式の計算と方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分と積分および分数式と式の証明において、事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ、的確に問題を解決できるかどうか。
	・授業への取り組み・態度

・授業ノートへのまとめ

・授業中の補助プリント

・授業中の小テスト

・演習ノート（問題集）

	知識・理解
	  式の計算と方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分と積分および分数式と式の証明における基本的な概念、原理・法則、用語・記号などを理解し、基礎的な知識を身につけているかどうか。
	・定期考査

・授業中の小テスト

・演習ノート（問題集）


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス
	・数多くの公式や用語がでてくるが、単に暗記することで終わらせては学力がつかない。公式や単語が使えるようになるためには、なぜその公式が成り立つのかを理解することと、繰り返し練習することが必要である。
・積極的に授業に参加し、わからないことをそのままにしないこと。

	授業を受けるにあたって守ってほしい事項
	・授業の開始のチャイムがなるまでに、教科書・ノート・筆記用具を準備しておくこと。各自着席を完了し、授業がすぐ始められるようにすること。(チャイムは授業場所で聞く。)

・ノートは板書を単に写すだけではいけない。問題を解くのに必要な手順やそこで必要になる公式など、重要な部分を書き漏らさないように、また後からノートを見直す際に十分に理解できるようにノートを作成すること。
・例題を参考に積極的に練習問題に取り組み、繰り返すことで理解を深めること。
・授業を欠席した場合は、その欠席した授業について十分に学習し、理解しておくこと。

	その他
	・「わかる」授業を心がけるので、生徒の皆さんも「つまらない」とか「難しい」　　　と決めつけないで、積極的に授業に参加すること。

・わからないことをそのままにせず、どんどん質問し、疑問点を解決すること。








